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８３号線ブロック 第３６回ブロック部会 議事要旨 

開催日時 平成 29 年 12 月 12 日（火）午後 7時～8時 30 分 

開催場所 十条台ふれあい館 第１ホール 

出 席 者 部会役員：喜多村部会長、原副部会長 

事務局：岩本課長、千明、市川、森田、遠藤（北区十条まちづくり担当課） 

コンサルタント：芦崎、木下（（株）ユープランニングアソシエイツ） 

参 加 者 31 名 (部会役員を除く) 

議 題 等 １．議題 

(1)埼京線沿線（中十条二・三丁目）及び岸町二丁目のまちづくりについて 

２．報告事項 

(1)補助８３号線整備事業の進捗状況について 

(2)ＪＲ赤羽線（十条駅付近）連続立体交差化計画および関連する道路計画の都市計

画決定について 

(3)（仮称）北事務所の開設について 

第３６回８３号線ブロック部会の様子 
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【議事要旨】 

開会あいさつ 

【部会長】第３６回８３号線ブロック部会を開会いたします。 

   本日は、埼京線沿線（中十条二・三丁目）及び岸町二丁目のまちづくりに関する意見交換に加えて、

3点の報告事項を予定しています。 

１．議題~(1)埼京線沿線（中十条二・三丁目）及び岸町二丁目のまちづくりについて 

配布資料及びスライドをもとに、コンサルタントより、平成 26年 11 月実施の中十条三丁目、岸町二丁

目地区のまちづくりに関するアンケート調査結果、十条地区における地区計画の策定状況などを通し、中

十条二・三丁目、岸町二丁目においても地区計画を導入したまちづくりを進める必要があるとの説明があ

りました。 

【参加者】新たな防火規制区域の範囲は。 

【コンサル】密集事業が導入されている区域、全域です。都市計画道路補助 83 号線沿道は更に厳しい防火

地域が指定されています。 

【参加者】地区計画によるまちづくりルールで建築物の用途の制限を検討するとあるが、第一種住居地域

は制限が比較的厳しいと書かれているが、何を制限するのか。 

【コンサル】第一種住居地域は建築物用途の制限が比較的厳しいので、地区計画による建築物用途の制限

を定めなくてもよいかもしれません。但し近隣商業地域は建築物用途の制限が比較的緩いので、例えば

風俗営業など制限を検討してはどうかと思います。 

【参加者】延焼防止上、建物の間隔はどの程度あればよいのか。 

【北区】延焼防止効果は、空地率と耐火率の組合せにより想定されますが、地区計画上はこうした学術上

の延焼防止効果を得ることが主目的ではありません。密集市街地の建物の建て詰まり解消を図るため、

建物の間隔を定めることを目指しています。 

【参加者】日照、通風が大事と言うが、マンション等の大規模建築物に何らかの制限を検討するのか。 

【コンサル】マンション等の大規模な建築物を含む全ての建築物に関して基本的には、建築基準法におい

て道路斜線による高さ制限、日影規制等、基本的な市街地環境保全については既に規制されています。

【北区】本地区では密集市街地の解消を図るため、地区計画において建築基準法で規制できない、より細

やかなまちづくりのルールを皆さんと話しあって決めていきたいと考えています。 

２．報告事項 

(1)補助 83 号線整備事業の進捗状況について 

東京都より、83 号線整備の進捗状況について説明がありました。 

Ⅰ期区間の用地取得はほぼ完了し、Ⅱ期区間の用地取得率は約２割の状況です。現在、用地取得後、埋

蔵文化財の調査を進めています。 

また、冨士塚の再建計画については、冨士講の皆様と教育委員会と東京都で協議を続けています。 

下水道に関しては、都下水道局による下水道の幹線工事が今年度完了し、引き続き都市整備局が個別の

下水道管布設工事を行います。 

【参加者】環状七号線と補助 83 号線の交差方式はどうなるのか。 
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【東京都】補助 83 号線Ⅱ期区間整備後引き続いて、環状七号線から北側約 490ｍについても「東京におけ

る都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」で優先整備路線に選定されており、今後 10 年間には

着手すべき路線になっています。但し具体的な交差方式はまだ決まっていないため、当面Ⅱ期区間と環

状七号線は暫定平面交差として整備しますが、将来的には立体交差を考えています。 

【参加者】幅員 30ｍ（発言では 31ｍ）区間の横断構成はどうなるのか。 

【東京都】暫定的に平面交差としますが横断構成は決まりしだい周知・説明を行います。Ⅱ期区間の標準

幅員は 20ｍですが、将来的には補助 83 号線の交差部は立体交差を考えているため、側道＋立体部分の

構造物を考慮し交差部の幅員は 30ｍ（発言では 31ｍ）の計画となっています。 

【参加者】十条台小学校前の横断歩道橋の付近は変わるのか。 

【東京都】歩道が狭いため再整備が必要と考えています。詳細は現在検討中です。 

【参加者】自転車道は自転車がルールを守れるような工夫はするのか。横断図にあるように自転車道と車

道の間にはガードレールを設けるのか。 

【東京都】舗装材の色を変える、標識の設置等の工夫をする等、色々な整備手法が考えられます。ガード

レールが描かれている横断図は整備イメージ図であり、詳細は今後検討します。 

【参加者】補助 83 号線Ⅱ期区間に位置する町会であるが、東京都に説明にくるようにお願いしているがま

だこない。 

【東京都】町会会館の件と思いますが、現在、町会役員の方々と調整中です。 

(2)ＪＲ赤羽線（十条駅付近）連続立体交差化計画および関連する道路計画の都市計画決定について 

 北区より、ＪＲ赤羽線（十条駅付近）連続立体交差化計画および関連する道路計画の都市計画決定につ

いて説明がありました。 

 今後、連続立体交差化及び鉄道付属街路の事業概要及び測量等の説明会、補助第 85 号線の事業概要及び

測量等の説明会を開催する予定です。開催日は決まりしだいお知らせいたします。 

【参加者】北区は昭和 58 年に埼京線の地下化を決議したと聞いたため、平成５年に沿線の土地を購入した

が、その後、埼京線は高架方式になるとともに鉄道付属街路が出来るため立ち退きを余儀なくされた。

北区としての説明責任はないのか。また、用地買収は適切に行われるのか。 

【北区】北区では昭和 58 年当時、区議会で「地下化促進」と決議されましたが、その後、平成 26 年に区

議会で「適切な構造形式により、早期に事業化」と決議されています。 

  北区都市計画マスタープランにおいても、マスタープラン 2000 では「地下化」と表記していましたが、

マスタープラン 2010 では地下化と限定せずに「鉄道の立体交差化を実現する」と表記しています。 

  今回、東京都の検討結果を踏まえ、都市計画法に基づき平成 27 年に都市計画素案の説明会、平成 28

年に都市計画案の説明会を開催し、同時に環境アセスメントの手続きを経て、平成 29 年 11 月に高架方

式による連続立体交差化と、鉄道付属街路の都市計画決定・告示が行われました。 

  鉄道付属街路の用地取得は東京都の基準を準用し適正に行います。今後の予定にあるように、事業概

要及び用地測量等の説明会を開催する予定であり、その中で詳しくご説明いたします。 

【参加者】平成 28 年 10 月に荒川小学校で埼京線の立体交差化に関する説明会に出席したが、その場では

立体交差化を計画しているが地下化又は高架化か方式はまだ決まっていないと聞いた。その後、急に高

架化に決まったように思われる｡また、立体交差化方式を検討した資料を請求したが出してくれない。 

  高架化により沿線の景観が損なわれることを懸念している。 
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【北区】その当時は都市計画案の段階であり、まだ決定しておりません。その後、環境アセスメントの手

続き等を経て、平成 29 年 11 月の都市計画決定・告示により決定されました。 

  構造形式の検討資料については、事業者である東京都にお問い合わせください。東京都からは、高架

方式と地下方式を地形的条件、計画的条件、事業的条件の３条件で比較検討を行い、高架方式が最適と

判断したと聞いています。 

  また、東京都では高架方式における環境影響評価を行っていますが、周辺の建築物等を大きく上回る

ことはなく、景観に大きな影響はないとのことです。 

(3)（仮称）北事務所の開設について 

 公益財団法人東京都都市づくり公社（以降、公社）から、公社概要、十条駅周辺地区の公社受託業務及

び（仮称）北事務所の開設について説明がありました。 

閉会あいさつ 

【副部会長】色々なご意見やご質問、ありがとうございました。これで閉会といたします。 

今後も、皆さんとまちづくりについて話し合っていきたいと思います。 

北区や東京都には、引き続き情報提供をお願いします。 

次回のブロック部会は、来年３月頃を予定しています。 



十条地区まちづくり全体協議会 

1 

８３号線ブロック 第３７回ブロック部会 議事要旨 

開催日時 平成 30 年 3 月 14 日（水）午後 7時～8時 30 分 

開催場所 十条台ふれあい館 第１ホール 

出 席 者 部会役員：喜多村部会長、原副部会長 

事務局：岩本課長、千明、市川、遠藤、森田（北区十条まちづくり担当課） 

コンサルタント：芦崎、木下、佐藤（（株）ユープランニングアソシエイツ） 

参 加 者 21 名 (部会役員を除く) 

議 題 等 １．議題 

(1)埼京線沿線（中十条二・三丁目）及び岸町二丁目のまちづくりについて 

２．報告事項 

(1)ＪＲ赤羽線（十条駅付近）連続立体交差事業および関連する道路事業の測量等説

明会の実施について 

(2)上一ふれあい児童遊園について 

第３７回８３号線ブロック部会の様子 
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【議事要旨】 

開会あいさつ 

【部会長】第３７回８３号線ブロック部会を開会いたします。 

 本日は、ワークショップ形式による埼京線沿線（中十条二・三丁目）及び岸町二丁目のまちづくり

に関する意見交換に加えて、2点の報告事項を予定しています。 

１．議題~(1)埼京線沿線（中十条二・三丁目）及び岸町二丁目のまちづくりについて 

 今回の部会は、ワークショップ形式による埼京線沿線（中十条二・三丁目）及び岸町二丁目のまちづく

りについて意見交換を行いました。グループは町丁目別出席者を勘案し以下の３グループとしました。 

  ①中十条二・三丁目グループ－１ 

  ②中十条二・三丁目グループ－２ 

  ③岸町二丁目グループ 

 グループ毎に、各地区の「魅力的な点・改善したい点」、「まち全体の将来イメージ」について意見交換

を行いました。各グループから出された意見は以下のとおりです。 

【意見のまとめ】（数値は同様意見の数）

 ① 
中十条二・三丁目グループ-1

② 
中十条二・三丁目グループ-2

③ 
岸町二丁目グループ 

「
魅
力
的
な
点
・
改
善
し
た
い
点
」

魅
力
的
な
点

・静か－２ 
・近所づきあい－２ 
・町内のお祭りイベント等－
２ 
・駅に近く便利－２ 
・買い物が便利 

・近所づきあい－７ 
・低層住宅地－４ 
・駅に近く便利－３ 
・買い物が便利－３ 
・高台なので水害の心配がな
い－２ 
・学校が多く活気がある 
・篠原演芸場 
・富士塚の縁日 

・近所づきあい－３ 
・駅に近く便利 
・防犯カメラが設置された 
・ロケ地にもなっている駅近
くの階段 
・地区内の通りに信号機が一
つもない 
・子供の遊び場となってい
る、ちんちん山児童遊園 

改
善
し
た
い
点

・道路が狭い－４ 
・建物が密集している－３ 
・コンビニ等の店舗が少ない
－２ 
・公園等のオープンスペース
が少ない 
・鉄道、環七、旧岩槻街道で
まちが分断されている 

・埼京線高架化に対する意見
－７ 
・住民の合意形成によるまち
づくり－５ 
・外国人が増えた－３ 
・木造住宅が密集し火災が心
配 
・子供が少なくなった 
・東十条駅南口のバリアフリ
ー化 
・ゴミ出し等のルールを守ら
ない人が増えた 

・買い物が不便。－２ 
・高齢化が進んでいる 
・崖側の密集市街地 
・狭隘な私道が多い 
・電柱が多い 

「
ま
ち
全
体
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
」

・道路整備等による安全なま
ち－４ 
・公園・緑地の整備－３ 
・街路灯、防犯カメラの増設
－３ 
・住民の合意形成を得たまち
づくり－２ 
・安住の地 
・文教地域 
・小学校統廃合と連携したま
ちづくり 

・補助 83 号線整備を契機とし
たまちづくり 

・修復型のまちづくり－10 
・住民の合意形成を得たまち
づくり－４ 
・公園・緑地の整備－３ 
・通過交通の規制－２ 
・補助 83 号線整備を契機とし
たまちづくり－２ 
・まちづくりは地区を細分化
しないでブロック全体で考
える 
・高齢者を大切にするまち 
・商店街の活性化 
・空き家対策 
・富士塚の保全 
・細街路でも建替えが出来よ
うにしてほしい 

・崖側密集市街地の共同化等
に合わせた道路整備。－２
・高齢者が楽しく老後を送れ
るまち－２ 
・行き止まり道路の改善 
・高い地域危険度の改善 
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２．報告事項 

(1) ＪＲ赤羽線（十条駅付近）連続立体交差事業および関連する道路事業の測量等説明会の実施について

北区より、ＪＲ赤羽線（十条駅付近）連続立体交差事業および関連する道路事業の測量等説明会の実施

について説明がありました。測量の範囲は事業区域から約 30ｍの範囲で実施を予定しています。 

【参加者】測量対象となる敷地数は何件あるのか。 

【北区】計画線にかかっている敷地は、鉄道付属街路で約 110～120 件、補助第 85 号線で約 120 件程度を

見込んでいますが、測量対象となる敷地数は把握しておりません。今後の調査にて明らかにしていきま

す。 

【参加者】事業認可を取得するためには、そのうち何件の用地測量をしなければならないのか。 

【北区】事業認可を取得するために必要な測量件数に決まりはありませんが、事業認可の取得に必要な図

書を作成するためには、測量によって事業費等を把握する必要があります。 

(2) 上一ふれあい児童遊園について 

 北区より、平成 30 年 4 月初旬開園予定の上一ふれあい児童遊園の整備概要について説明がありました。

【参加者】危険な地域にこのような防災機能を持つ公園ができることは非常に喜ばしい。大きな公園もよ

いが、例えば空き家を除却し跡地を活用するなど、小規模なポケットパーク等もまちの防災性向上につ

ながるので整備を考えてほしい。 

３．その他 

【参加者】次回のブロック会の開催はいつ頃か。 

【北区】未定ですが、例年通りであれば 12 月頃と来年 3月頃になろうかと思います。 

閉会あいさつ 

【副部会長】色々なご意見やご質問、ありがとうございました。これで閉会といたします。 

今後も、皆さんとまちづくりについて話し合っていきたいと思います。 
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２．グループごとのワークショップ（意見交換） 

○上十条グループ、中十条Ａグループ、中十条Ｂグループに分かれ、地域が取り組むま

ちづくりについて意見交換を行いました。以下に示すとおりです。 

 

【上十条グループ】 
テーマ 意見の趣旨 

東西のつな
がり 

・連立事業をしても却って東西行き来がしにくい 
・鉄道付属街路（側道）が邪魔になる 
・昔は踏切があって渡れていたが廃止され渡れなくなった所がある（中十条

二丁目と十条仲原一丁目） 

下町の良さ
を残す 

・十条の良さを残すとはどういうことか 
・十条地区まちづくり基本構想（修正版）に「にぎわいとやすらぎ」とある

が両者は両立しない 
・道が細く、その中に店がある、今のままの方が下町の良さが残る 
・駅が高くなったら良さがなくなる 

ブロック塀 ・塀の確認は区が主体的にやるべきだ 
・塀は歩いていると気付かない 
・住民同士では鉄筋が入っているかどうかは聞くことはできない 

二方向避難 ・民地の通り抜けは以前、区に提案したことがあるが、相手にしてもらえな
かった 

・道路の拡幅用地が金網で囲まれているが、避難の障害になっている。囲う
のをやめたほうがいい 

・地域だけの協定は難しい。行政からの指導が必要だ 
・板橋区は20～30年前から実施している 
・上十条一丁目は行き止まり道路が多い 
・以前は通れたが、塀が設けられたため通れなくなった所がある 
・幼稚園の裏門は通れるようになった 
・ブロック塀に非常時は通っていい戸を設置してもらうのはどうか。 

マンホール
からの取水 

・取水・消火できる旨の目印が必要だ 
・各町会にスタンドパイプがある 
・講習を実施しても参加者が少ない 
・町会で使える人少ない 
・マンホールは重い 

高架化 ・駅西側では（再開発と補73が）裁判になっている 
・高架になることは知らなかった 
・沿線住民や町会にどのように周知したのか 
・官報とかは住民は見ない 
・構造形式を見直してほしい 
・調布では高架から地下に変更された 

部会の周知 ・今回は、掲示板には貼られなかった 
・前回と同様、回覧が廻らなかった。 
・周知に課題がある。次回以降徹底すべき 

その他 ・前回の話し合いでは商店街などについて細かな意見が出ていた 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【中十条Ａグループ】 
テーマ 意見の趣旨 

東西のつな
がり 

・高架にすると東西交流を阻害する 
・東西の交流がなぜ必要か 

高架化 ・高架にすると通風・日照に悪い 
・鉄道付属街路（側道）の幅が広すぎる 
・交通の点で立体化が必要であれば、事業中の補助83号線が完了するのを待

って、様子をみてから検討するのではどうか 
・補助83号線ができれば鉄道付属街路（側道）は不要ではないか 
・立体化はいらない 
・高架にするにしても地下にするにしても、後世に良かったと思えるまちづ

くりをすべき 
・鉄道は地下化すべき 
・南橋の地下に大きなトンネル（下水管）が通っており、南橋に車が通ると

このトンネルにより、家々が揺れる 

外国人との
共生 

・外国人との共生は反対 
・生活が昼夜逆転している 
・マナーが悪いし汚い 

その他 ・マンションの屋上から消火放水できないか 
・鉄道の騒音に悩まされている 
・夜、貨物列車が通ると、荒川小学校が揺れる 

 

 

【中十条Ｂグループ】 
テーマ 意見の趣旨 

ブロック塀 ・中十条一丁目では、ブロック塀の高さとその前面道路の幅員を調査したこ
とがある 

二方向避難 ・中十条一丁目の行き止まり道路は、10番・19番あたりにみられる 

外国人との
共生 

・ゴミ問題がある。分別できない、時間が守られないなど 
・ゴミ置き場には英語の表記をすべき 
・ルールを守って欲しい 
・町会でリーダーシップをとって参加させるよう誘導すべきだ 
・挨拶したいのだが、どう挨拶してよいか分からない 

商店街 ・中十条一丁目は岸町二丁目同様に、小売店も飲食店も殆どなく、コンビニ
もない状態だ 

・かつてスーパーがあった（現在はマンション） 
・岸町二丁目ではコモディイイダが買い物の注文をとっている 

東十条駅の
南口の計画 

・東十条駅の南口のエレベーターは改札内の設置はどうなっているのか。橋
の架け替えに伴い早急にやって欲しい 

・周辺にトイレは2ヶ所あるが、駅からは遠く不便である 

その他 ・中央商店街の通りは午後2時以降の車進入は規制されているが、守らない車
を見かける。注意をしたいが危険だ 

・中十条二丁目の交番の範囲は、2区域に分かれている 

 

○（コンサル）各グループからの報告を踏まえ、まとめます。 

東西交流では、鉄道の高架化に対する意見が多くでました。外国人との共生について

は、なかなか難しいという意見が多くでました。また、ブロック塀と二方向避難など

について地域で取り組むことについては、何らかの形で行政が間に入るべきという意

見がありました。 

 

 



 

３．「報告」（説明） 

○報告事項として、十条駅西口駅前広場整備方針について、ＪＲ赤羽線（十条駅付近）

連続立体交差事業および関連する道路事業の進捗状況について、地震に関する地域危

険度測定調査(第８回)について、事務局から説明がありました。 

４．「報告」（意見交換） 

○（参加者）十条駅西口で計画している駅前広場内の地下駐輪場について、現在の鉄道

利用者の人の流れをみると、西口改札口からは広場内の歩道ではなく車道を斜めに横

切って角の靴屋方面への利用が多い状況にあります。このため、地下駐輪場のエレベ

ーターが現計画のままの位置だと、人の動線がますます遠回りすることになります。

歩行者の動線に配慮するようもう少し考えて欲しいです。 

樹木を保存するように、駐輪場の位置を見直して欲しいです。また、樹木医によるカ

ルテを公開して欲しいです。 

地域危険度ランキングについて、災害時活動困難度は既に火災危険度に盛り込まれて

おり、それに対してダブルカウントして総合危険度を出しています。しかも災害時活

動困難度の中には路地を狙い撃ちにしており、高層建物は一切無視しています。この

ため、これは非常に問題のある資料です。東京都に対して見直すよう言うべきです。 

○（事務局）西口駅前広場についてはご意見・ご提案として、受けさせて頂きます。地

域危険度ランキングについては、ご意見があったことを東京都に伝えます。 

○（参加者）高架化は仮線方式であるため、鉄道の東側の鉄道付属街路（側道）となる

土地を購入していくことになりますが、事業者に対して土地所有者が土地を売らない

と成立しません。このため直上方式とか地下方式に変えざるを得ないと思いますがい

かがでしょうか。 

○（事務局）鉄道付属街路（側道）は、地域の主要な生活道路として利便性や安全性を

高めることを目的に整備いたしますが、連続立体交差事業の工事中には仮線としても

活用いたします。 

○（参加者）人が住んでいるところを都市計画道路にすることについて行政側に権利が

あるのですか。整備ができるのですか。 

○（事務局）鉄道付属街路（側道）は、都市計画事業として実施いたします。用地取得

につきましては、関係権利者の皆さまのご理解、ご協力を得られるよう丁寧な対応に

努めてまいります。 

○（参加者）1点目、鉄道付属街路（側道）の測量に関して、用地測量を行うのは鉄道付

属街路（側道）にかかるすべてのお宅を対象にするのですか。 

2点目、それらのお宅のなかには用地測量に協力しないと話しているところがあります

が、そういったところはどうするのですか。 

3点目、個別相談会に出ることができませんでしたが、別の開催日程を教えて欲しいで

す。 

○（事務局）用地測量は、鉄道付属街路（側道）にかかる敷地とそれに隣接する敷地が

対象です。 



測量へのご協力につきましては、関係権利者の皆さまのご理解、ご協力を得られるよ

う丁寧な対応に努めてまいります。 

今年度の個別相談会は、10月に2日間の日程で開催いたしましたが、個別のご相談につ

きましては、公益財団法人東京都都市づくり公社の現地事務所にて随時、対応してお

ります。 

○（参加者）個別相談のなかでも話しましたが、鉄道東側の鉄道付属街路（側道）用地

確保のため立ち退きをしてもらうためには代替地を用意しなければならないと思いま

す。憲法で生存権が保障されているわけですから、行政が行う以上は責任を持って進

めなければならないと考えます。公共事業だから公共の福祉のため協力しなさいとい

うのはあり得ません。こうした点については、政治家や区議会議員の方など責任ある

方が、このような場に出てきて説明して頂きたいと思います。そうしないと、いつま

でも平行線のままでしか進まないと思います。 

○（事務局）代替地の確保につきましては、説明会等でもご要望を頂いており、事業を

推進するうえで有効な方策の一つと認識しております。できるだけ早期に皆さまにお

示しができるよう調整してまいります。 

○（参加者）高架化について、最初に鉄道付属街路（側道）ありきなんですよね。私の

認識では高架化するために鉄道付属街路（側道）が必要で立ち退いていただくと理解

していましたが、鉄道付属街路（側道）ありきから始まっているので、そのあたりの

ことをあまり知らない人にとっては混乱してしまいます。 

それから、高架化がもうはっきり決まっているということですが、住民のみなさんが

よく知っているとは思えません。そのあたりをどう周知されたかも良く分からない。

きちんと住民に周知していただかないと困ります。 

○（事務局）鉄道付属街路（側道）は、地域の主要な生活道路として利便性や安全性を

高めることを目的に整備いたします。 

また、都市計画（高架化）の決定についは、昨年11月に東京都が都市計画決定した後、

東京都の公報や北区ニュース、ホームページでも周知しております。また、今年2月に

荒川小学校と王子第五小学校で開催した用地測量等説明会においても高架化で都市計

画決定したことを参加者の皆さまにご説明しております。 

○（部会長）これで、「第３６回駅東ブロック・第３８回８３号線ブロック・合同部会」

を閉会します。お忙しいところお集まりいただき、また、活発な意見交換をありがと

うございました。次回は、来年２月から３月頃の開催を予定していますが、詳細は未

定です。決まりましたら、「会報」にて皆さまに周知します。本日は、お疲れ様でした。

以上

 



第３7回駅東ブロック部会・第３9回８３号線ブロック部会 議事要旨 

開催日時 平成３1年3月 19日（火）午後７時～８時３５分 

開催場所 十条台ふれあい館 第一ホール 

出 席 者 部会役員 ：沖田部会長（駅東ブロック部会）、喜多村部会長（８３号線ブロック） 

事 務 局 ：石本課長、市川副参事、千明、木下、松嶋（北区十条まちづくり担当課）

 ：山崎（十条駅西口再開発相談事務所） 

コンサルタント ：高尾、津端、木村、今井 (株)アルメックVPI） 

参 加 者 ２８名 

議事次第 ◆議事◆ 

埼京線沿線及び岸町二丁目地区のまちづくりについて 

◆報告◆ 

１．補助第８３号線整備事業の進捗状況について 

２．十条駅西口駅前広場計画案について 

３．ＪＲ埼京線（十条駅付近）連続立体交差事業及び 

関連する道路事業の進捗状況について 

４．（仮称）いがしら児童遊園ワークショップ案について 

【ブロック部会の様子】



【開催要旨】 

１．埼京線沿線及び岸町二丁目地区のまちづくりについて（事務局 説明） 

○以下の項目について説明がありました。 

①行政が取り組むまちのルールづくり（地区計画策定）について 

・前回のおさらい（本地区で既に進んでいる事業と地区計画、地区計画のイメー

ジ） 

・地区計画策定に向けたアンケート調査結果（（仮称）十条駅周辺東地区） 

・地区計画策定に向けたアンケート調査結果（（仮称）岸町二丁目地区） 

②地域が自ら取り組むまちのルールづくりについて 

・まちづくり憲章の項目の例 

・まちづくり憲章に関する事例 

○①についてはアンケート結果を共有すること、②については前回のグループワーク

を踏まえ、当ブロック部会から関係する各町会へまちづくり憲章の制定を提案して

いくことに主眼がありました。 

○そして本日議論して頂きたいこととして、アンケート結果を踏まえた参加者の方の

考え方とまちづくり憲章に関することの２点である旨説明がありました。

２．グループごとのワークショップ（意見交換） 

上十条一丁目グループ（９名） 

①十条駅周辺東地区アンケート結果について 

・側道沿道にシェアハウスが立地する可能性がある。良好な物件なら良いがそう

でない物件だと困る。防ぐ手立てはないか。 

⇒（ファシリテーター）区のまちづくりに関する条例で規制している例がありま

す。 

・地区全体の建物等の規制については、賛成である。（４名） 

・規制を行ってもダメだと思う。 

・生け垣にすると、侵入される恐れがある。 

⇒（ファシリテーター）フェンスと生け垣のダブルにするとよいと考えられます。 

②まちづくり憲章について 

・このまま町会に提案しても、住民意思を集約するのは難しいのではないか。偏

った意見になる可能性がある。 

③その他（補助８５号線について） 

・平成30年度までに用地測量を済ませるという話だったが、家にはまだ来ていな

いどうなっているのか。 

・拡幅はしないで、個々の建物がセットバックを行い、歩行空間を確保するのが

良いのではないか。少しくらいなら歩道幅が異なってもかまわないと思う。 

④その他（都営上十条アパートについて） 

・アパートに隣接して公園があり、近くの子どもたちの貴重な遊び場になってい



る。これも含め代替地になると、公園がなくなり良好な環境をめざすという標

榜とは相容れない。 

中十条一・二丁目グループ（３名） 

①十条駅周辺東地区アンケート結果について 

・すでに14ｍの建物が建ってしまったので、制限しても意味ないのではないか。 

・街区のあんこ部分（街区内部の広幅員道路に接していない未接道宅地や狭小宅

地などがある部分）は密集していてそもそも高いのは立たないので、制限する

必要はない。 

・最低限敷地を決められると建てられない人が出てくるので困る。 

⇒（ファシリテーター）地区計画策定時に最低限敷地を下回る既存の建物敷地に

対しては制限がかかりません。ただし、それ以上細分化をすることはできませ

ん。（地区計画の最低限敷地で６５㎡の制限がかかる場合、その策定日以前よ

り、６０㎡の建物敷地として使用されている場合は、そのままの面積であれば

建築可能である。ただしそれ以上細分化（３０㎡×２など）して建築敷地とし

て使用することはできない。） 

②まちづくり憲章について 

・意見なし 

③その他（これまでのまちづくり全般について） 

・JR埼京線の高架化は地下化を図るということで要望していたのに、突然高架と

なってしまったことは納得できない。 

④その他（広場的機能についての質問） 

・西口は駅前広場が整備されるが、東側で広場的な空間は整備しないのか。 

中十条三・四丁目グループ（５名） 

①十条駅周辺東地区アンケート結果について 

・回収率が悪いのは、まちづくりに関心がないからではないか。まちづくりにも

っと関心を持ってもらう事を考える必要がある。特に、若い人にとっては自分

の生活するまちの将来である。 

・回収率を上げる努力をすべきである。行政や受託業者が訪問回収すべきである。 

・敷地面積の最低限度は100㎡にすべきだ。 

・建物の意匠・色彩については、京都などの古都では賛同が多いが、一般のまち

ではそれぞれの好みがあるので拮抗した結果にならざるを得ない。 

②まちづくり憲章について 

・商店のはみ出しをしないような項目が入ると良い。 

・建築基準法の４ｍを守るよう、丁寧に行政が周知を図るべきである。 

・まちづくり憲章の効果はあるのか？ 

⇒（ファシリテーター）神楽坂ではまちづくり憲章作成してまちづくりを推進し

ており、来街者が増えてきているようです。 

③その他（まちづくりの推進について） 

・自分たちでまちづくりを進めて行くことになれていない。そういうことを認識



していくべきである。 

・十条には、まちづくりに関するＮＰＯがない。他のまちにはＮＰＯが育ってい

る。 

岸町二丁目グループ（５名） 

①岸町二丁目地区アンケート結果について 

・用途の制限は、岸町にパチンコ屋はいらないと思う。最近、外国人居住者と思

われる人の入れ替わりが目につくのも気になる。民泊のように、知らない人が

まちに出入りするのも馴染まない。 

・高さの最高限度は、概ね３階程度、集合住宅は５階程度の現在の高さを維持で

きるのが良い。 

・敷地面積の最低限度は、敷地を大きくして土地代が高くなると若いファミリー

世帯の買い手がつかなくなるし、狭くしすぎると住環境の悪化につながる。面

積をどの水準にするのが妥当だろうか。 

⇒（ファシリテーター）83号線沿道では、65㎡（20坪）としています。 

・建物の色遣いは、住民は高齢化しており、ルールがなくても派手な色は選ばな

いだろう。ただし、派手な色遣いの建物が１棟建つと、増えてしまう可能性は

ある。 

・垣又は柵の構造は、岸町ではブロック塀で敷地を囲む家はあまり見ない。防災

上、維持していくべきだろう。 

②まちづくり憲章について 

・今日初めて聞いた話でもあり、憲章を定めて街や人々の生活がどうなるか、わ

からない。 

⇒（ファシリテーター）罰則はなく、努力目標のような役割です。憲章を定める

効果や、十条地域ではどのような目的で憲章を活用するのが良いかなど、必要

であればもう少し詳しく情報提供させていただきます。 

③その他（十条台小裏側の通路について） 

・十条台小の裏側にあたる通路は、以前は子供が通行していたが、現在は通学路

として使えない状況である。 

・通路に隣接する空き地が放置され、汚水が垂れ流しになり、塀の土台が空洞化

してしまったことが原因であると考えている。 

・保健所を通じて区に依頼をかけて、応急手当をしてもらったが、私道のため区

では対応できないらしい。 

・下水道の修繕を区の方で対応できないものか。 

まとめ 

○まとめとして、アンケート結果に関する意見は今後、地区計画策定に向けた検討

の材料とする旨の説明がありました。 

○また、まちづくり憲章の制定については、現段階では議論が煮詰まっておらず時

期尚早であるとして、引き続き、様々な機会を捉えて話し合いを進めていく必要

があるとまとめがありました。 



３．報告事項１：補助第83号線整備事業の進捗状況について（東京都 都

市整備局 第二市街地整備事務所 説明） 

○補助８３号線のⅠ期区間とⅡ期区間の進捗状況と、横断図（標準図）について説明

がありました。 

①Ⅰ期区間について 

・Ⅰ期区間の用地取得は皆様のご協力によりほぼ完了 

・十条冨士塚については関係者や関係機関と協議中であり、早ければ来年度後半

に再整備の工事に入りたい。 

・冨士塚の南側の児童遊園の跡地について来月から埋蔵文化財の調査を始める予

定。 

・Ⅰ期区間の工事（下水道、水道、ガス）を進行中。 

②Ⅱ期区間について 

・用地取得については、Ⅰ期区間に引き続き、東京都第二市街地整備事務所に加

え、業務を委託している東京都都市づくり公社が担当。 

・Ⅱ期区間の用地取得は、平成31年２月末現在で約５割の権利者と契約済み 

・埋蔵文化財の調査は、まとまった更地を対象に順次進めていく。 

③横断構成 

・標準部の横断構成は全幅が20ｍで、車道部7.0ｍ、歩行者・自転車・植栽部6.5

ｍ×左右。なお、交差点付近などは右折車線が設けられる箇所については、幅

員の関係で自転車道と歩道が分離できない箇所が生じることについて、ご理解

ご協力をお願いしたい。 

４．報告事項１に関する意見交換 

○（参加者）仮に補助８３号線と環七が平面で交差する場合は、幅員30ｍも必要ない

のではないか。標準幅員の20ｍで良いのではないか。 

○（東京都）現在の事業は環七までであり、交差部は平面を予定しています。環七以

北の中十条四丁目側の区間はまだ事業に入っていなので、交差部をどのような構造

にするかはまだ決まっていません。 

○（参加者）それであれば、環七までの30ｍ拡幅区間は20ｍにしておいて、中十条四

丁目区間の事業が始まった段階で、これにあわせて、30ｍに拡幅すればよいのでは

ないか。そうしないと、環七までの平面の30ｍ区間の中央部を掘り返さなければい

けなくなる。住民に２回迷惑をかけることになる。しっかりした構造で整備するの

だろう。 

○（東京都）整備にあたっては、歩行者や自転車、自動車等の通行の安全に配慮する

ことは当然のことで、しっかりした構造で進めます。 

○（参加者）将来的に、赤羽方面に向けて地下で通り抜けるようにするのか。 

○（東京都）同じ回答になりますが、環七以北の事業が始まっていないので、どのよ

うな構造にするのかは決まっていません。 

○（参加者）都市計画（補助８３号線と環七の交差部）は基本図であるのだから、こ

れで国土交通省の認定をもらっているはずだ。 



○（東京都）環七手前までの事業認可は取得しています。本事業においては、環七と

は平面交差となります。 

○（参加者）それでは交通渋滞は解消しない。しないなら20ｍ拡幅で進めてもらいた

い。 

○（コンサルタント）趣旨はよくわかりました。ご意見としてうかがいます。 

○（参加者）十条台小学校の横断歩道橋はどうするのか。また、補助８３号線のⅠ期

区間は来年には開通しているのか。 

○（東京都）十条台小学校と荒川小学校の統合が決まり今後のスケジュールが見えて

きたこと、荒川小学校の前にも横断歩道橋があることを踏まえ、今のままの構造で

良いのか、平面にするのか、道路管理者、交通管理者や学校側などとも協議しなが

ら、今後検討していきます。 

Ⅰ期区間の工事は、先ほど説明しました水道、ガス、下水道工事の後、電線類地中

化そして歩道の工事になります。この拡幅側の工事が終われば現道側の工事となり

ます。このためもうしばらくかかることになります。 

５．報告事項２：十条駅西口駅前広場計画案について（十条駅西口再開発

相談事務所 説明） 

○十条駅西口駅前広場について説明がありました。これまでお示ししてきた案と異な

る点は以下のとおりです。 

・タクシープールの形状 

・公衆トイレとシェルターは、ＪＲ敷地内であるため協議中 

・交番は、警視庁とどのような形にするかの詳細について協議中 

６．報告事項３：ＪＲ埼京線（十条駅付近）連続立体交差事業及び関連す

る道路事業の進捗状況について 

○事務局からＪＲ埼京線（十条駅付近）連続立体交差事業及び関連する道路事業の進

捗状況について説明がありました。 

・平成３０年２月に開催した用地測量説明会以降、事業認可の取得に向け、 

公益財団法人東京都都市づくり公社に委託して測量調査を行っている。 

・昨年度は現況測量を実施し、今年度は用地測量を予定している。 

・都営上十条アパート（上十条一丁目）が撤去されることを受け、鉄道付属街路

の代替地等として５号棟跡地が取得できるよう、土地所有者である国と具体的

な協議を開始した。 

７．報告事項４：（仮称）いがしら児童遊園ワークショップ案について 

○事務局から、岸町二丁目地区に新たに整備する予定となっている公園について、今

年度、地元のみなさまと話し合いを行い、ワークショップ最終案がまとまったこと

と、その概要（以下のとおり）について説明がありました。 

・所在地は、岸町二丁目9番地内（井頭踏切前の現在空き地の場所） 

・面積は約320㎡ 

・主な施設・設備は、災害時に備えて、マンホールトイレ及び水洗用水確保のた



めの井戸ポンプ、かまどベンチ、ソーラー照明灯のほか、日常時はこどもとお

年寄りが使用できるよう幼児用遊具と健康遊具を設置。 

・今後のスケジュールは、2019年度に実施設計、2020年度に整備工事、2021年４

月頃のオープンを目指す。 

８．報告事項２・３・４に関する意見交換 

○（参加者）本日のブロック部会の開催通知について、その裏面（平成30年11月８日

のブロック部会の概要）に、『鉄道付属街路（側道）用地確保のため立ち退きをし

てもらうためには代替地を用意しなければならないと思う。』という意見に対して、

『代替地の確保は、事業を推進するうえで有効な方策の一つと認識しております。』

と事務局が回答しているが、この文責は誰かということと、有効ということはこれ

以外にも方策があると考えられるが、それはどのようなものか。 

○（事務局）文責は連続立体交差事業担当副参事の私にあります。代替地の確保は有

効な方策の一つと認識していますが、敷地が一部しかかからない方、借地や借家の

方には代替地が有効な方策とならない可能性があります。そのため、例えば中古物

件の紹介など、代替地以外の方策についても検討が必要だと考えています。また、

十条駅西口の都区相談窓口では、生活再建に関する相談を行っておりますので、是

非こちらもご活用ください。 

○（参加者）都営上十条アパートの５号棟を代替地にする方針となっているが、側道

によって土地が減少することをどう考えているか。 

また、ここには公園があり、毎日ここで子ども達が遊んでいるし、中央公園まで行

けないような高齢者の避難場所にもなる。この公園がなくなるということは、本日

の地区計画のアンケートで良好な居住環境を形成するためと示しているのに、これ

と矛盾するのではないのか。代替地にする方針は不満である。 

○（事務局）都営上十条アパートの５号棟の敷地は約2,000㎡あります。そこから鉄

道付属街路部分を除き、仮に敷地65㎡で区画割をすると、ざっくりとした試算で、

約20区画を確保できることになります。 

公園についてですが、都営上十条アパート敷地内には児童遊園が３ヶ所あります。

これは区立ではなく東京都が都営上十条アパートを建設する際に整備した提供公

園となっており、区が管理している公園ではありません。５号棟は代替地とする方

針ですが、公園が利用されていることは認識しておりますので、その現状を踏まえ、

また周辺の公園配置状況など地区全体の状況も勘案しながら、今後検討していきま

す。 

○（参加者）代替地の一部というのは50％以下だと思うが、一部とはどれ位なのか教

えてもらいたい。たとえば75㎡の土地で一部をとられ30㎡しか残らないとすると、

そこで再建することは非常に困難となり、その場合の代替地はどうなるのか。また、

借地では代替地がないような話だったがそれはどうなのか。 

○（事務局）代替地をどういった方に優先していくかについては、現在庁内で検討中

です。ただ基本的には残地再建できない方が優先されると考えています。なお、借

地の方には代替地は提供しないとは回答していません。土地を所有している方に比

べて、借地権者の方は補償金額が減ってしまうため、代替地を取得しにくい状況が



生じやすいという趣旨を申し上げた次第です。 

○（参加者）５号棟のみどうして取り壊すのか。 

○（事務局）ここを管理している東京都の東部住宅管理事務所の話では、１・２・５

号棟は耐震性能が劣っており基準を満たしておらず、このため先に撤去するという

ことで伺っています。 

なお、現地で建替えをしない理由は、敷地が細長くなっているため、現在の都営住

宅の基準で新たに建て替える場合の敷地に向かないということで、お住まいの方に

は近隣等で建替えを行っている都営住宅への住み替えを勧めているとのことでし

た。最終的には、１号等から５号棟全てを更地にして国に返還するという話は聞い

ております。 

○（参加者）アパートの住民の方はそのことを知っているのか。 

○（事務局）東京都より住民に対して説明会を実施した旨の報告は受けております。 

○（沖田部会長）これで、「第３７回駅東ブロック・第３９回８３号線ブロック・合

同部会」を閉会します。お忙しいところお集まりいただき、また、活発な意見交換

をありがとうございました。次回の開催については未定ですが、決まりましたら会

報にて皆さまに周知します。本日は、お疲れ様でした。 

以上 
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【開催要旨】 

１．まちづくり憲章について（事務局 説明） 

○以下の項目について説明がありました。 

①行政が取り組むまちのルールづくり（地区計画策定）について 

・本地区で既に進んでいる事業や地区計画 

・地区計画の検討地区と地区計画のイメージ 

②地域が自ら取り組むまちのルールづくりについて 

・まちづくり憲章の例（足立一・二・三丁目地区まちづくり憲章、国分寺市 高

木町へいづくり憲章、国分寺市 高木町まちづくり宣言） 

・まちづくり憲章（案）の作成（事務局から道路について３項目、宅地について

４項目、地域交流について４項目、計１１項目（※）のたたき台を提案） 

２．グループごとのワークショップ（意見交換） 

○グループごとに、１１項目（※）からなるたたき台案が示されたアンケート票が配

布され、自身が関係する町会について、憲章として相応しいものに○をつけてもら

うところからワークショップが始まりました。 
 

※項目の内容は、次々ページの表を参照してください。 

上十条一丁目グループ（３名） 

①まちづくり憲章自体について 

・憲章に効果があるのか。 

⇒（ファシリテーター）事例に示したとおり、街なかに看板をたてて誘導するもので

す。看板をたてることで設置者、たとえば町会の意思を汲んでもらえるような効果

があると思います。 

②まちづくりの憲章の項目について 

・たたき台は、当たり前のことばかりで、すべて該当する。 

・４ｍ未満の道路は交通安全上危険であるため、一方通行化すべきであることを、新

たな項目に加えたい。（警察に申し出たところ、沿道の全員合意が必要とのことで、

それは難しい）。 

③そのほか 

・上一東町会には公園がない。 

  



 

中十条グループ（５名） 

①まちづくり憲章自体について 

・意見なし 

②まちづくりの憲章の項目について 

・「幅員４ｍに満たない狭い道路での建替え時には、後退部分を道路状に整備します」

に関心がある（メンバーの多数の意見）。拡幅後退したところは整備しないと街が

よくならないため、区の強い指導、さらに言えば法改正も必要だ。また、コミュニ

ティの視点から整備を誘導することも重要であるため、区や区長が街に入ってくる

べきである。 

・「行き止まり道路でも緊急時のみ通り抜けられるよう、庭先や建物と建物の間を利

用して、新たな避難路を確保してあげます」は本当にできるのか。 

⇒（ファシリテーター）向島で協定を結んでいる例があります。 

・外国人居住者への対応は難しい。 

⇒（ファシリテーター）同様の問題を抱えている地区はたくさんあります。 

 

岸町二丁目グループ（６名） 

①まちづくり憲章自体について 

・意見なし 

②まちづくりの憲章の項目について 

・「幅員４ｍに満たない狭い道路での建替え時には、後退部分を道路状に整備します」

について、４ｍ未満の道路での建替えは法律で規制されているので不要ではないか。 

・「今後起こりうる地震に備えるため、ブロック塀等の安全点検・安全対策を進めま

す」とあるが、岸町では高い塀が少なくなった。 

・騒音を出さない気遣いが必要であることを、新たな項目に加えたい。 

・「外国居住者との共生を図るため、町会組織や町会活動に、その積極的な参加を促

します」とあるが、これをさらに広く捉えた日常からの交流がよいので、新たな項

目に加えたい。 

  



まとめ 

○アンケートの結果は下表に示すとおりとなりました。 
○ワークショップでいただいた意向や意見は、当ブロックからの提案事項としてと

りまとめ、駅東ブロックおよび８３号線ブロックの両部会長から、関係する各町

会に伝えてもらいます。 

まちづくり憲章（案）のアンケート票について 
※ご自身が関係する町会について、必要と思われる項目に○をつけてください。 

区
分 

項目 上⼀⻄ 

町会 

上⼀東 

町会 

中⼀ 

町会 

中二 

町会 

中三 

町会 

中三四 

町会 

岸二 

町会 

上十条 

自治会 

合計 

参加人数（対象人数） １ １ ２ １ ２ － 6 １ 14 

道
路
に
つ
い
て 

①幅員 4m に満たない狭い道路での建替え
時には、後退部分を道路状に整備します １ １ ２ １ 1.5  3 １ 10.5 

②⾓地に⾯する家は、⾒通しが確保できる
よう、隅切りをつくります １ １ ２ １ ２  5 １ 13 

③自転⾞やオートバイ、プランターや看板
などは、道路上や隅切り上に放置せず、
宅地内に収めます 

１ １ ２ １ ２  5 １ 13 

宅
地
に
つ
い
て 

①今後起こりうる地震に備えるため、ブロ
ック塀等の安全点検・安全対策を進めま
す 

１ １ ２ １ ２  5 １ 13 

②屋外広告物やエアコンの室外機、植木鉢
等は、道路上に落下しないよう、安全点
検・安全対策を進めます 

１ １ ２ １ ２  5 １ 13 

③庭先の樹木や草木は道路や隣地にはみ出
さないよう、美しく手入れします １ １ ２ １ ２  5 １ 13 

④⾏き⽌まり道路でも緊急時のみ通り抜け
られるよう、庭先や建物と建物の間を利⽤
して、新たな避難路を確保してあげます 

１ １ １  ２  4 １ 10 

地
域
交
流
に
つ
い
て 

①コミュニティの活性化や防犯目的のた
め、普段から声かけをするようにします １ １ ２ １ ２  4 １ 12 

②町会に加入し、防災訓練など災害に備え
た地域の取り組みに積極的に参加します １ １ ２ １ ２  5 １ 13 

③外国居住者との共生を図るため、町会組
織や町会活動に、その積極的な参加を促
します 

１ １ ２ １ 1.5  4 １ 11.5 

④ゴミ出しは、地域で決められた曜日・時
間・場所・種別を守ります １ １ ２ １ 1.5  5 １ 12.5 

ほ
か 

○４ｍ未満道路は⼀⽅通⾏にする 
  １       1 

○騒音を出さない気遣いをする 
       １  1 

○外国人との日常的な交流を進める 
       １  1 

  
注）表中の数は、丸印をつけて頂いた数のポイント数です。ただし三角印をつけた方がおられましたので、便宜上 0.5

ポイントとしてカウントしました。 



３．報告事項１：補助第８３号線整備事業の進捗状況について（東京都 都

市整備局 第二市街地整備事務所 説明） 

○補助８３号線のⅠ期区間とⅡ期区間の進捗状況について説明がありました。 

①Ⅰ期区間の整備概要及びスケジュールについて 

・Ⅰ期区間は、十条台小学校付近の補助第８５号線から十条冨士塚までの約６４

０ｍの区間である。標準部の道路の幅員は２０ｍ、車道は往復２車線の７．０

ｍ、歩道と自転車道を合わせて６．５ｍずつの構成である。 

・平成２１年度に国土交通省から事業認可を取得し、令和元年度末までの事業と

して進めてきたが、昨年１０月に事業施行期間を令和６年３月まで延伸する事

業計画変更を行った。 

②Ⅰ期区間の用地取得の進捗について 

・用地取得については、皆様のご協力により、ほぼ完了している。残りの物件の

十条冨士塚については、今年度契約予定である。 

・十条冨士塚は、関係者及び関係機関と協議を行い、文化財の保全を図った再整

備案がまとまった。今年の大祭後の７月頃に石碑等の移設工事に着手し、その

後、文化財調査、富士塚の再整備を行う予定である。来年（令和３年）の大祭

は冨士塚近辺の旧中十条二丁目児童遊園跡地があったあたりに設置する仮宮

で対応する。再来年（令和４年）の大祭は再整備した冨士塚で行う予定である。 

③Ⅰ期区間のインフラ工事の進捗について 

・拡幅用地内において下水道工事、水道（小管）工事、水道（本管）工事を実施

しており、それぞれ、令和２年３月、令和２年６月、令和３年６月の完成予定

である。 

・来年度以降は、Ⅰ期区間の拡幅部において、電線類を地中化するための電線共

同溝工事及び歩道を整備する街路築造工事等を実施していく。 

④Ⅱ期区間の整備概要及びスケジュールについて 

・Ⅱ期区間は、十条冨士塚から環状七号線までの約４１０ｍの区間である。幅員

は、２０～３０ｍである。 

・平成２６年度に事業認可を取得し、令和２年度までの施行期間として事業を進

めている。 

⑤Ⅱ期区間の用地取得の進捗について 

・用地取得は、令和元年９月末現在で約５割の権利者と契約済みである。 

・埋蔵文化財の調査は、まとまった更地を対象に順次進めていく。 

４．報告事項１に関する意見交換 

○（参加者）補助８３号線は当初、令和３年３月までに完成させると聞いていたが、

今の説明だと延期するようだ。具体的にはいつ頃完成するのか。苦渋な思いで立ち

退きをした人たちに報いるためにも早く進めて欲しい。また、小学校が統合するた

め、整備が遅れると通学路についてなど様々な問題が出てくるのではないか。 

○（東京都）完了時期は、Ⅰ期区間は令和５年度、Ⅱ期区間は令和２年度を予定とし

ています。また、通学路については、用地買収をした部分にＵ字型の柵を設置して



人が安全に通れるようにすることで対応しています。Ⅱ期区間も同様に、まとまっ

た用地が確保できれば、Ｕ字型の柵を設置して人が安全に通れるようにしていきま

す。 

５．報告事項２：ＪＲ埼京線（十条駅付近）連続立体交差事業及び関連す

る道路事業の進捗状況について 

○事務局からＪＲ埼京線（十条駅付近）連続立体交差事業及び関連する道路事業の進

捗状況について説明がありました。 

・工事着手までの流れの中で、現在は測量調査の段階である。今後は連続立体交

差事業、鉄道付属街路事業ともに今年度中の事業認可の取得をめざす。事業認

可後は用地補償説明会を開催し、個別の用地交渉に入る。 

・令和元年１０月１８日・１９日に、鉄道付属街路事業に関する個別相談会を開

催した。２日間で２５組、別日で４組、合計２９組の相談に対応した。今後も、

相談したいことがあれば、北区十条まちづくり担当課、もしくは公益財団法人

東京都都市づくり公社の窓口で対応する。 

６．報告事項３：十条駅周辺東地区及び岸町二丁目地区地区計画について 

○事務局から、十条駅周辺東地区及び岸町二丁目地区地区計画について説明がありま

した。 

・十条地区では、まちづくりのルールを定めた地区計画を５地区（十条駅周辺西

地区など）において既に定めている。 

・現在、２つの地区計画未策定地区（十条駅周辺東地区、岸町二丁目地区）で、

地区計画策定の検討を行っている。 

・今後、東京都と事前協議を行い、次年度以降、都市計画法の手続きとして、原

案の説明会、原案の公告・縦覧等、案の公告・縦覧等、都市計画審議会を経て、

決定告示（地区計画及び用途地域等の変更）を行う予定である。 

７．報告事項２・３に関する意見交換 

○（参加者）鉄道付属街路事業について用地取得の対象はどのくらいか。 

○（事務局）用地取得の対象は、現在行っている用地測量の段階では、約１４０画地

です。 

○（参加者）地区計画の検討で昨年度アンケートが行われたが、アンケートの対象者

なのに配布されなかった人がいる。そのようなことで進めて良いか。 

○（事務局）アンケートは、（仮称）十条駅周辺東地区、（仮称）岸町二丁目地区を対

象に、地区内はポスティングで配布し、地区外地権者は謄本で調査し、郵送で配布

しました。また、十条駅を利用する観点から意向を把握するため、地区内だけでな

く、地区外の中十条二丁目・三丁目の一部にも配布しました。 

○（参加者）十条駅西口の地区計画では樹木の維持・保全をうたっているのに、区自

らが破り樹木を伐採する計画に変わったが、このような状況下で、アンケートを行

って地区計画を定める意義があるのか。 

○（事務局）十条駅西口では、再開発にあわせ駅前広場を整備することになりました



が、この駅前広場の地下に自転車駐車場を整備することとしております。このため

にはどうしても既存のケヤキを伐採することになり、公共性を考慮するとやむを得

ない判断だったと考えています。なお、ケヤキ自体については、移植の可能性を探

るため樹木医に診断してもらったところ、根が密集しており移植は不可能というこ

とでした。 

○（参加者）これまで同様、地域住民の参加者が少ない。土曜・日曜日の開催を探る

べきではないか。 

○（事務局）周知については、これからも工夫していきたい。再度検証する。 

○（参加者）中十条では、周知のための掲示板が貼っていなかった。 

○（参加者）私は各戸配布の回覧板でこのブロック部会のことを知り、本日初めて参

加した。回覧板なのでみんなが知る機会は等しくあるはずだ。関心があるかどうか

がポイントであり、なければ参加しないだけだ。平日だから参加しない、土日だか

ら参加するということではないような気がする。 

○（参加者）区の担当者から、４ｍ未満の道路について全部が４ｍになるには１００

年かかると言われたと聞いたことがある。区の姿勢としていかがなものか。区は、

道路拡幅のための誘導策として、コミュニティの集まりの場を設置し説明すべきで

ある。 

○（参加者）４ｍ道路については難しい問題だと思う。狭い敷地のため１ｍ後退した

ら建替えできないところはたくさんある。こういう状況下のなかで防災をどう考え

るかは、やはりできるだけ多くの人が考えることができる環境づくりが必要だ。そ

うなれば人が集まり、地域でも話し合いの場ができるのではないか。 

○（参加者）以前、議事要旨を拝読したところ、司会者のコメントとして、バス通り

の拡幅が決まったあとでも、その見直しのため、ブロック部会への参加者や住民の

力を借りて話を進め申し入れをしていくとあったが、その後どうなったのか。 

○（事務局）バス通りの拡幅の件をはじめブロック部会で出た意見については毎回、

東京都に伝えてあり、事務局サイドとしては都・区で共有するようにしています。 

○（喜多村部会長）これで、「第３８回駅東ブロック・第４０回８３号線ブロック・

合同部会」を閉会します。お忙しいところ夜分にもかかわらずお集まりいただき、

また、活発な意見交換をありがとうございました。 

以上 


